
回遊ネ ッ ト ワ ー ク 形成事荊

道路整備 に よ る 自 然環境の変化 を 最小限 に と どめ る た め 県道づ く り に ｢エ コ

ロ ー ド ｣ の考 え 方 を 活か し て い く 。

※ エ コ ロ ー ド = 植物 の生育や動物の行動 に配慮 し て工法や構造 を 工夫 し た道路

(平成 1 1年度事業箇所 県道鳥取国府岩美線の十王峠 (岩美町 ) に お け る 小動物

が落 ち て も 安全 な ス ロ ー プ付 き の溝の整備 )

第 3 章 快適 な環境の保全 と 創造

第 1 節 自 然環境 と 詞和 し た生活空間 の創造

1 親 し み やす い水環境の保全 と 創造

隊環境の保全対策 (名水保全の集い ) ｣

身近 に あ る 良好な水環境の保全 と 活用 を 通 じ て 、 地域住民の水環境保全意識 を

啓発す る た め 、 鳥取県水環境保全市町村連絡協議会の主催す る 第 1 3 回 ｢名水保全

の集い ｣ の活動 を 支援す る (平成 1 1年 9 月 7 日 日 南町総合文化セ ン タ ー )

降水浴場整備促進指導

海水浴場 を健全な レ ク リ エ ー シ ョ ン の場 と し 水難事故等の な い快適 な場 と す

る た め 、 関係機関 と 連絡会議 を 開催す る と と も に 海水浴場の実情把握 と 現地指

導 を行 う 。

2 豊かで多様な緑の保全 と 創造

( 1 ) 塗県公園化の推週

平成 4 年 3 月 に 策定 し た ｢鳥取県全県公園化構想｣ を 基 に 、 鳥取県の 四季折 々 の

変化 に富 ん だ美 し い 自 然 を 生か し 、 県全体が一つ の公園 と 言 え る よ う な 美 し く

快適で 、 県民み ん な が憩 い楽 し め る す て き な 県土づ く り を 推進す る

ア 全県公園化推進員 の配置

全県公園化構想 を 全県的 に広 め 、 県民運動 と し て展 開 し て い く た め 、 各市町村

に 地域で の全県公園化活動 を リ ー ダ ー と な っ て推進 し て い く ｢全県公園化推進

員 ｣ を 配置 し 、 研修会 を 実施す る 。

○配 置 数 208人 (市 : 小学校区単位 、 町村 旧 町村単位 )

○研 修 会 東 ･ 中 ･ 西部で各 1 回 実施

イ 全県公園化写真 コ ン ク ー ル の 実施

全県公園化構想の普及啓発 を 図 る と と も に 、 快適 な県土空間 を 県民総参加でつ

く っ て い く 気運の醸成 を 図 る た め 、 全県公園化構想の 3 つ の 基本方針か ら テ ー マ

を 設定 し 、 写真 コ ン ク ー ル を 実施 し 、 入賞作品 の展示紹介 を行 う 。
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○募集期 間 平成 1 1年 4 月 3 0 日 ~ 8 月 20 日

○審 査 会 平成 1 1年 9 月 9 日

○授 賞 式 平成 1 1年 1 0 月 7 日

○入賞作品展示会

(東部 ) 平成 1 1年 1 1 月 2 日 ~ 7 日 / 中 電ふ れあ い ホ ー ル ( 鳥取市 )

( 中 部 ) 平成 1 1年 1 1 月 1 1 日 ~ 1 6 日 / シ ョ ッピ ング セン ター ア プ ト (東伯町 )

( 西部 ) 平成 1 1年 1 2月 4 日 ~ 1 2 日 /米子コ ンベ ンシ ョ ンセ ン ター (米子市 )

ウ 全県公園化推進員活動支援事業

県民 に よ る 緑化 ･ 美化活動 な どの全県公園化活動の推進 を 図 る た め 、 全市町村

に配置 し て い る 全県公園化推進員が中心 と な っ て取 り 組む全県公園化活動 の活動

費 に対 し て補助す る 。

○対象経費 種苗 肥料及び資材 な どの購入費 燃料費 印刷製本費 機械

な どの借上料な ど

○補助限度額 推進員 1 人当 た り 50千円

○補 助 率 1 / 2 以 内

○平成 1 1年度予算 補助金 4 , 5 5 0千円 (推進員 99人分)

エ 快適空間形成促進事業

市町村公園化計画 . 景観形成計画そ の他地域づ く り に 関す る 計画 に基づ き 、 市

町村 、 県民及び事業者が実施す る 快適 な 県土空間 を 創 出 す る た め の施設 設備整

備事業 に対 し て補助す る 。

○対象経費 工事請負費 、 設計委託費 な ど

○補助 限度額 1 事業当 た り 5 , 0 0 0千円

○補 助 率 1 / 2 以内

○平成 1 1年度予算 補助金 35 , 00 0千円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

境港港湾環境整備事業 (緑地) l

環 日 本海交流の拠点 と な る 境港竹内地区 内 の緑地 を 夢み な と タ ワ ー み な と 温

泉館 と 一体的 な公園 と し て整備す る 。

l鳥取港港湾環境整備事業 (緑地) I

親水性の あ る 快適で潤 い の あ る 空間 の創造 と 災害時の避難場所確保の た め 港

湾緑地 を 整備す る 。

都市公園の整備 (再掲 ) 1

都市 に於け る オ ー プ ン ス ペ ー ス と し て 、 県民の貴重 な休息 と 憩い の場 と な る 都

市公園 に つ い て 、 本年度 は 、 都市住民が 自 然 と 親 し み 、 ふ れあ う こ と の で き る 場

を提供すべ く 、 布勢総合運動公園及び東郷湖羽合臨海公園 の 園路 、 広場 、 修景施

設 (植栽 ) の 整備 を 実施す る
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隊林文化推進事荊

森林の め ぐ み に つ い て広 く 一般 に普及す る た め 、 森林の産物 を 利用 し た技術 ･

知識の伝承者 と し て活躍す る ｢森の達人｣ を 養成す る と と も に 小学生親子 を 対

象 と し た森林体験学習会 を 開催す る 。

･ ｢森 の達人｣ 養成講座 2 回/年

･ 森林体験学習会 3 回/年

緑化奨励事翹

県民総参加 に よ る 緑づ く り の機運 を 醸成 し 、 豊か な緑 に包 ま れた潤 い の あ る 県

土づ く り を 推進す る た め 森林や緑の働 き 大切 さ を 普及啓発す る

快適森林空間整備事翹

と っ と り 夢発見 ル ー ト や 景観形成地域 に 当 た る 国 ･ 県道等沿線の森林 を 整備

し 、 快適で優れた森林空間 を 創 出 す る こ と に よ り 景観整備の促進 を 図 る 。

漁港環境整備事業

漁港 に お け る 景観の保持 、 美化 を 図 り 快適 に し て潤 い の あ る 漁港環境 を 形成

す る 。

3 良好 な景観の保全 と 創造

( 1 ) 景観形成の総合的推遭

｢鳥取県景観形成条例｣ を 基 に 景観形成施策の総合的 な推進 と 自 発的 な景観

形成活動の促進 を 図 る こ と に よ り 良好 な景観の保全 と 創造 に努め る

ア 大規模行為の届 出指導

大規模な建築物や工作物 の新築 、 増改築等 、 物品 の集積 、 土石の採取等の行為

(景観形成地域内 の行為 を 除 く 。 ) に つ い て 優れた景観の形成 を 推進す る た め

に 景観上の審査、 指導 を行 う 。

イ 景観形成地域の指定 と 特定行為の届 出指導 !

る と と も に 、 当 該地域 に お け る 建築物や工作物 の新築 、 増改築等 、 木竹の伐採等景観形成地域こ お るナ る 景観阻害物件の撤去 饌な どの景観保全対策 を 推進す ぎ "、の 特定行為 に つ い て 、 景観上の審査 、 指導 を 行 う

“ 遅疑葬暴露壽薹な離郷翳拇≦讓家主 、 ミ
雙嚢轤壽形容異様翳ら霧馨る人々 の も,
○審査会 書類審査 平成 1 1年 8 月 4 日
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現地審査 平成 1 1年 8 月 2 5 ･ 2 6 日

総合審査 平成 1 1年 8 月 26 日

0授賞式 平成 1 1年 1 0 月 7 日

○入賞作品 のパ ネ ル展示

(東部 ) 平成 1 1年 1 1 月 2 日 ~ 7 日 / 中 電ふ れあ い ホ ー ル ( 鳥取市 )

( 中 部 ) 平成 1 1年 1 1 月 1 1 日 ~ 1 6 日 / シ ョ ッピ ング セン ター ア プ ト (東伯町 )

(西部 ) 平成 1 1年 1 2 月 4 日 ~ 1 2 日 /米子コ ンベ ン シ ョ ンセ ン ター ( 米子市 )

屋外広告物対策事業

屋外広告物の 調査及び提出者不明物件の 除去等 を 行い 良好な都市景観の形成 、

自 然景観の保全 を 推進。

だ
　 　

　 　
瞳道修景事翹

↑ I 市街地や観光地の活性化 を 図 る た め 歩道の美装化等 、 道路の周 り の環境 を 整

l 避 備す る 。
鬮 (平成 1 1年度事業箇所 :

　

I 甜 県道常藤関金線 ( 関金町 湯命館前 ) の歩道の美化等の推進 )
瞳線共同溝整備事荊

快適で災害 に 強 い都市 を つ く る た め ｢新電線類地 中化計画｣ に 基づ き 電線

等の地 中化 を 進め る 。

(平成 1 1年度事業箇所

引 き 続 き 国道 1 8 0号 、 県道皆生西原線 (米子市 ) で電線類 の地 中化 を 進め る

ほ か 、 県道木地 山倉吉線 (倉吉市 . 倉吉パ ー ク ス ク エ ア 関連 ) で電線類の地

中化 に着手 。 )

拭規模 自転車道整備事判

交通の安全 と 健康増進の た め大規模 な 自 転車道 を 整備 し 環境 に優 し い 自 転車

の利用 を促進す る

(平成 1 1年度事業箇所 : 県道赤碕東郷 自 転車道線の整備 )

lフ ォ レ ス ト タ ウ ン (木の ま ちづ く り ) 推進事業

フ オ レ ス ト タ ウ ン の整備 は 、 地場産材 ( 鳥取県内で生産 さ れ る 材料 、 特 に 木材 )

を 利用 し た り 、 樹木や草花が植 え ら れた り 、 せせ ら ぎ の あ る 良好 な住環境の木造

住宅団地 を 整備す る も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 木材の長所 を 生か し た豊かで快

適 な環境 に住 んで い た だ く と と も に 地場産材の利用 を 進め地域の木造住宅 に 関

連 し た 産業の振興 を 図 る も の で あ る

計画戸数 約 50戸

場 所 西伯郡西伯町 地内

面 積 約 2 h a
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期 間 平成 1 1年度~ 1 4年度 (予定)

(平成 1 1年度事業内容 :

宅地 の造成工事 と 併せて 小公園 、 遊歩道の整備 、 緑化工事 を 実施 )

鑿境共生モデル住宅団地整備事業

環境 と 共生す る 住環境 、 住宅 、 住生活 を 普及 ･ 啓発す る た め 、 エ ネ ル ギー 、 資

源 、 廃棄物 な どの観点 か ら ｢環境への負荷の低減｣ ｢ 周 辺環境 と の 調和 ｣ ｢居住

環境の健康 ･ 快適性｣ を 目 指 し た 人や地球 に や さ し い モ デル住宅団地 を 整備す る

①崎津団地 (事業主体 鳥取県住宅供給公社 )

計画戸数 約200戸

場 所 米子市崎津団地

面 積 約 1 06ha

期 間 平成 1 1 ~ 1 4年度 〆
(平成 1 1年度事業内容 環境 に配慮 し た 団地の整備計画の策定)

②県営住宅夕 日 ヶ 丘団地 (仮称)

計画戸数 約 50戸

場 所 境港市パ ー ク シ テ ィ 夕 日 ヶ 丘

面 積 約 1 ha

期 間 平成 1 1 ~ 1 5年度

(平成 1 1年度事業内容 : 平成 1 0年度 に行 っ た環境共生住宅の提案の内 、 最優

秀 を 受賞 し た計画 に基づ き 県営住宅50戸の基本設計 を作成 )

嶋取県環境美化の促進に関す る 条例の推週

平成 9 年 7 月 に施行 し た ｢鳥取県環境美化の促進 に 関す る 条例 ｣ の趣 旨 に沿 っ

て 、 県民 、 事業者 、 土地 占有者及び行政等が一体 と な っ た散乱 ごみ の 防止 、 清掃

活動等の環境美化の促進 に 関す る 取組み を行い 美 し く 快適 な生活環境づ く り を

推進 し て い く 。

( 1 ) 空 き 缶等が散乱 し 、 又 は散乱す る 恐れがあ り 特 に環境美化 を 計画的 に進め る

必要があ る 地区 を ｢環境美化促進地区 ｣ と し て指定 し て お り 、 1 1年度 に は全市

町村 に最低 1 か所は促進地区がで き る よ う 推進す る 。 (全部で56地 区 )

( 2 ) 各市町村 、 道路又 は河川管理者等で組織す る ｢鳥取県散乱 ごみ対策推進協議

会｣ に お い て は 、 協議会 と し て の散乱 ごみ対策の テ ー マ を 定め 各会員 がそ れ

ぞれの立場で取 り 組み を 進め て い く

海岸漂着物対策の推週

市町村が原則 と し て住民の参加 協力 を 得て 、 計画的 に年 4 回以上海岸の漂着

廃棄物及 び海浜地の廃棄物の収集 、 運搬及び処分 を行 う 場合 、 県が財政的支援 を

行 う
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川 ′
　 　

匝町村緊急雇用特別基金事業 (観光地美化等事業) ｣

市町村が取 り 組む様々 な観光振興の た め の事業 に対 し助成 を行 う

4 歴史的 ･ 文化的環境の保全 と 整備

鰹形民俗文化財保存伝承支援事荊

県指定無形民俗文化財 に つ い て 、 そ の保存伝承 を 支援す る た め 用具 、 衣装等

の新調 ･ 修理費 に対す る 助成 を行 う 。

槍吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存整備事荊

= 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群が国 の重要伝統的建造物群保存地区 に選定 さ れ

た こ と に伴い 倉吉市の保存計画 に基づい て行わ れ る 保存修理事業等 に対 し助成

を行 う 。
=

国史跡妻木晩田遺跡保存活用事翼

妻木晩田遺跡が全面保存 さ れ 、 国史跡 に指定 さ れた 。 土地の公有化や遺跡の保

存活用方策 の検討 を行 う と と も に 遺跡の初期整備 を 行 う

第 2 節 人 と 自 然の ふ れあ い の確保

1 人 と 自 然の ふ れあ い の推進

( 1 ) 順 然公園 、 自 然観察園 、 野営場、 オ ー ト キ ャ ン プ場等の整備

利用者の利便性 ･ 安全性の 向上 を 図 る た め 、 中 国近畿連絡 自 然歩道の整備 と 中

国 自 然歩道の再整備 を行 う と と も に 、 三朝 町が行 う 県立 自 然公園 内 の公衆 ト イ レ

の整備 に つ い て助成す る こ と と し て い る 。

ま た 、 氷 ノ 山後山那岐山 国定公園 の豊か な 自 然 を 活用 し た 自 然志向型の レ ク リ

エ ー シ ョ ン の拠点 と し て 、 県 と 地元若桜町が整備 を 進め て い る ｢ わ か さ 氷 ノ 山 自

然ふ れあ い の里｣ の平成 1 1年 7 月 の オ ー プ ン に あ わせて 、 連絡道路の整備並びに

｢氷 ノ 山 自 然ふ れあ い館｣ 周辺 に お け る 広葉樹の植栽 を行 う

( 2 ) 鹸 れあ い機会の充刻

大山及び山 陰海岸 に お い て 、 そ れぞれ大山 自 然科学館 山 陰海岸 自 然科学館 を

拠点 と し て 、 動物 、 植物 、 地形 地質等 を 観察 し な が ら 自 然 に ふ れあ う 自 然観察

会や登山観察会 を 開催す る 。

さ ら に 、 1 1 年度か ら ｢ わ か さ 氷 ノ 山 自 然ふ れあ い の里｣ の オ ー プ ン に あ わせて 、

｢氷 ノ 山 自 然ふ れあ い館 “響 の森 " ｣ や ｢ わ か さ 氷 ノ 山 キ ャ ン プ場｣ を 拠点 に 自

然観察会 (登山観察会 を 含む ) を 30 回 開催す る 。 ま た 、 氷 ノ 山 自 然ふ れあ い館で

は 草花 木の葉 木の実 木材 な ど 自 然の素材 を使 っ た体験創作教室 を 年 間 30
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回 開催す る こ と と し て い る 。

ま た 自 然体験教室等で 自 然体験プ ロ グ ラ ム を 企画 、 実施 し た り 、 自 然 の生態

等 に つ い て解記す る 指導者 を 養成す る た め 、 自 然体験 リ ー ダー 養成 実践講座 を

実施す る 。

表3-3 自 然観察会 ･ 自 然体験 リ ー ダ ー 養成 実践講座の実施計画

区 分 場 所 時 期 日 数

一般観察会

大 山 5 ･ 7 ･ 8 ･ 1 0 月 3 0 日

山 陰海岸 7 . 8 月 5 日

氷 ノ 山 7 ~ 3 月 2 6 日

登 山観察会 大 山 7月 24 日 1 日

氷 ノ 山 7 ･ 8 ･ 1 0 ･ 1 1 月 4 日

養 成 講 座 氷ノ 山 自 然ふ

れあ い の里

7月 3 1 日

~ 8 月 1 日

2 日

実 践 講 座 氷 ノ 山 自 然ふ

れあ い の里

9 月 2 5 ~ 26 日 2 日

撚 っ と り 花回廊管理運営圓

県民 に花 と 緑あ ふ れ る う る お い空間 を提供す る と と も に 、 観光及 び花 き 園芸の

振興 に資す る た め 、 と っ と り 花 回廊 を 設置 し そ の 管理 を行 う

- と っ と り 出会い の森管理運営事翼

県民が気軽 に森林 ･ 緑 と ふ れあ い 、 幅広 く 利用 で き る 森林公園 と し て 平成 1 1

年 4 月 に 開 園 し た ｢ と っ と り 出 合い の森｣ の管理運営 を 行 う

聽林ボ ラ ン テ ィ ア推進事翹

森林ボ ラ ン テ ィ ア 団体 ｢森 っ 子倶楽部｣ の 活動 に対す る 支援 と 、 各森林ボ ラ ン

テ ィ ア 団体の活動拠点 の整備及びボ ラ ン テ ィ ア リ ー ダ ー の養成 を 行 う

縁 ･ 木 と のふれあい推進事業

県民の緑 に対す る 理解 と 植樹及び育樹意識の さ ら な る 高揚 を 図 る た め 鳥取県

育横祭 、 森林の め ぐ み感謝祭等 を 開催す る

嶋取名木100選選定事翼

｢ と っ と り の 名 木 1 00選｣ と し て選定 さ れ た樹木 の保全 と 県民への周知 を 図 る

橇れあい牧場整備事糞

大山放牧場 、 鳥取放牧場 を ふ れあ い牧場 と し て整備す る

[大 山放牧場 ]

畜産資料展示備品導入

ふ れあ い動物畜産 の建設
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[ 鳥取放牧場 ]

･ 牧場内道路 ･ 広場の整備

Iこ ど も の 国整備事業

県内 の家族連れや小学生等が 、 自 然 と の ふ れあ い や遊 び を 通 じ て憩 い楽 し め る

場 を 提供す る た め 、 こ ど も の 国 の再整備 を 行 う

整備期 間 平成 1 0 ~ 1 1年度

2 都市 と 農 山 漁村の交流の推進

都市山村交流促進対策事荊

森林等 を 活用 し 、 山村住民 と 都市住民 と の交流 を促進す る た め 拠点 と な る 施

設の整備 に助成す る 。

交流 の森の整備 (遊歩道 、 木製遊具)

3 温泉の保護 と 活用

本県 に は 1 0温泉 3 1 3源泉 の温泉が存在 し 毎年50 0万人 を 超 え る 人 々 が訪れて

い る 。

温泉 は 、 観光や保養等の重要 な 基盤 と な っ て お り 温泉の保 。菱 と そ の適切 な 利

用 を 図 っ て い く こ と が重要で あ る

( 1 ) 糧泉の保調

温泉 は 限 ら れ た天然資源で あ り 温泉資源 を 有効かつ持続的 に活用 し て い く こ

と が重要で あ る 。

こ の た め 、 引 き 続 き 県内 の源泉 の状況調査 を 実施す る と と も に 、 温泉 の掘削 や

動力装置の 設置等の 。午可等 に 当 た っ て は 鳥取県 自 然環境保全審議会 (温泉部会 )

の審 。義 を 経て 、 的確 な対応 を 行 う 。

ま た 、 温泉 の有効利用 の た め 各温泉地 に お け る 源泉 の集 中管理 な ど を 推進す る

( 2 ) 鋒様な温泉の活用l

県 内 に お い て 、 温泉 は 主 に観光 ･ 保養温泉 と し て 旅館 ･ 保養所等で浴用 に利用

さ れて い る ほ か 、 一部 に は高齢者保健福祉施設 住宅団地等の浴用 あ る い は花 き

栽培等の農業用 と し て利用 さ れ て い る 。

県 内 の 源泉 の 4 割弱が未利用 と な っ て お り 利用 源泉 を 適正 に利用 す る と と も

に 、 こ れ ら の未利用源泉 の有効利用 を 図 る

　 　

剥き
　

糧泉 フ ェ ス テ ィ バル in と っ と り の 開催

中部温泉郷 を 対象 に 、 観光客が直接参加 ･ 触 れ る こ と の で き る 体験 イ ベ ン ト を

充実 さ せ る と と も に 、 イ ベ ン ト の 仕掛 け 人で あ る 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 交流の場

を 設定 し 観光 と 連携 し た ま ち づ く り を 行 う
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第 4 章 すべて の主体の参加 に よ る 行動

第 1 節 自 主的 な 活動 の推進

1 各主体の協力連携体制の整備

県民 企業 ･ NP0 ･ 行政のパー ト ナ ー シ ッ ガ

近年 、 住民参画 に よ る 環境保全、 ま ち づ く り への意識が高 ま り 、 地域 に お け る

自 主的 な取組 、 ボ ラ ン テ ィ ア 等社会参加活動 も 盛 ん に な り つ つ あ る 。

県 は ｢ ボ ラ ン テ ィ ア等社会参加活動推進指針｣ に よ り ボ ラ ン テ ィ ア 活動 団体 (N

PO ) 等 の活動の推進 を 図 っ て い る が 、 環境保全活動 を 行 う 団体は 、 分野別登録ボ

ラ ン テ ィ ア 団体延べ63 7団体の う ち 、 64団体 と 1 0 % を 占 め て い る (平成 1 0年度 ) 。

ま た 、 特定非営利活動促進法 に 基づ く い わ ゆ る NPO法人 も 環境保全の分野で生

ま れて い る 。

地球環境問題 は 、 住民の生活 に深 く 関 わ っ て お り 、 一 人 ひ と り が環境保全 に対

す る 高 い意識 を 持 っ て 、 地道 に取組む こ と が重要 と な る 。

ま た 、 地球環境問題 は 、 地域 を こ え た 、 県 、 国 、 ま た 国際的規模 に よ る 解決へ

の取組が必要で あ り 広 く 、 県民 、 企業 、 NP0 、 行政がそ れぞれの特性 と 役割分

担の も と 、 お 互 い の パ ー ト ナ ー シ ッ プ に よ り 協力連携 し 課題解決 に 向 け て行動

す る 仕組みづ く り を 検討 し て い く 必要があ る 。

2 県民 ･ 事業者 行政の 自 主的取組の推進

睦0の取組

NP0 と は 、 民 間非営利組織の こ と を い う が 、 平成 1 0年 1 2 月 か ら 特定非営利活動

促進法が施行 さ れ 、 従来の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 に よ る 取組か ら 、 法人格 を持 っ て 、

よ り 公益的 、 組織的 な活動 を め ざす動 き が芽生 え て き て い る 。

平成 1 2年 2 月 現在 、 県内 で 、 法人の活動項 目 と し て環境問題への取組 を掲 げて

い る 特定非営利活動法人が 、 鳥取環境市民会議 、 参加型 ま ち づ く り セ ン タ ー ガ イ

ナ ボ ッ ク ス 、 グ リ ー ン ハ ッ ト と 3 団体あ り 、 そ の う ち 鳥取環境市民会議は 、 平成

1 1 年 8 月 、 県 内 で初 め て 、 オ ゾ ン 層 を 破壊す る フ ロ ン ガス の危険性 に つ い て県民

を対象 に環境講演会 を 開催す る 。

ま た 、 特定非営利活動法人や ボ ラ ン テ ィ ア 団体等が集 ま っ て活動団体の現状 、

。果題等 を 話 し 合い 、 ネ ッ ト ワ ー ク 組織の結成等 、 今後の活動の発展 を 図 る た め 、

1 2年 1 月 に つ な げ よ う ひ ろ げ よ う 市民活動 " を テ ー マ に ｢ N P O ボ ラ ン

テ ィ ア 公開 ト ー ク ｣ を 開催す る
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国際環境規格認証取得モ デル企業育成支援事業

ミ ー 1 国 際環境規格 ( I SO 1 4 0 0 0S ) 認 。正取得の取組 を 実施す る 県内 中小企業 に対 し 、

経費 の一部 を 助成す る と と も に 、 先 に認 。正取得 し た企業 に よ る 事例発表会や 人

材養成の た め の セ ミ ナ ー を 開催 し 普及啓発 人材育成 を 図 る

【補 助 金 】

区 分 内 容

対 象 者 県内 に事務所又 は事業所 を 有す

る 中小企業者

対象経費 コ ン サ ル タ ン ト 料

登録審査料

補助率等 3 分の 1 以 内 の額

(上限 1 社 あ た り 1 0 0 万 円 )

l

　 　

園境 に や さ し い県庁率先行動事荊

平成 1 0年度 に 策定 し た県 に お け る 省資源 、 省 エ ネ ル ギ ー 、 リ サ イ ク ル等 を 目 指

し た行動百十画 の取組 を 推進す る と と も に そ の計画 を 県内 の市町村等へ普及啓発

す る 。

計画 の対象 県の全機関が事業所 と し て行 う 事務

計画の期 間 平成 1 0年度か ら 平成 1 4年度

計画 の推進方法

数値 目 標 を 設定 し 、 環境マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の手法 (計画 (PLAN ) 実行

(DO ) 、 点検 ( CHECK ) 、 見直 し (ACT 工ON ) ) を 取 り 入れた進行管理 を 行 う

環境 に や さ し い県庁率先行動計画の数値 目 標

グ リ ー ン 購入 の推進

ア 古紙配合率 1 00 % の コ ピ ー 用紙の利用割合 を 1 00 % と す る 。

イ 特殊 な も の を 除 き 外注印刷物 の古紙配合率70 % 以上の再生紙の利用割

合 を 1 00 % と す る 。

ウ 用 品指定品 目 中 の環境配慮型商品 ( エ コ 商品 ) の 割合 を 50 % 以上 と す る 。

二酸化炭素排出量の削減

事務の実施や庁舎管理 に伴 い排出 さ れ る 二酸化炭素 を 、 平成 1 4年度予測発

生量か ら 5 % 以上削減す る 。 (平成 1 4年度予測発生量 25 , 7 6 0 t )

廃棄物 の減量化
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 【 - - - - - - - - - - - - - -

事務 の 実施 に伴い排出 さ れ る 可燃 ごみ に つ い て 、 リ サ イ ク ル等 に よ り 現況

の発生量か ら 50 % 以上削減す るl な
　

も -
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曝庁ISO1400 1認証取得事園

県が本庁知事部局 の事務 、 事業 を 対象 に 平成 1 2年度 中 の ISO 1 400 1認 。正取得 を

目 指 し て準備 を 進め る

3 普及啓発 ･ 広報

環境 フ ェ ス タ ' 99の 開催

環境問題 を 県民が共通認識 し 、 環境 に対す る 取組の気運 を 高 め る と と も に 県

民意識の高揚 を 図 る こ と を 目 的 と し た ｢環境 フ ェ ス タ 99 ｣ を 開催す る

時 期 平成 1 1年 1 0 月 3 日 ( 日 )

場 所 県民文化会館

内 容 こ ど も 環境サ ミ ッ ト 、 環境影絵 ミ ュ ー ジ カ ル 、 こ ど も エ コ 体験 コ ー

ナ ー 、 リ サ イ ク ルバザー グ リ ー ン 購入 フ ォ ー ラ ム 各種展示等

環境の 日 及び環境月 間

昭和47年 国連総会 に お い て毎年 6 月 5 日 を ｢世界環境デー ｣ と す る こ と が決。義

さ れ 、 こ れ を 受 け て我が国 に お い て も 、 こ の 日 を 初 日 と す る ｢環境週間 ｣ が設定

さ れ 、 さ ら に 、 平成 3 年度か ら は 、 環境保全 に 関 す る 国民の責務 と 自 覚 を促す た

め 、 環境庁 に お い て 6 月 1 日 ~ 3 0 日 を ｢環境月 間 ｣ と し て 設定 し た 。 ま た 、 平成

5 年 1 1 月 に 制定 さ れ た環境基本法 に お い て は 、 6 月 5 日 を ｢環境の 日 ｣ と し 、 環

境問題 に対す る 認識 を 深め 、 環境の保全 に 関す る 活動 を 推進す る た め 、 国 、 地方

公共団体 、 事業者 、 民間 団体 、 市民の各主体の協力 の も と に 各種行事 を 実施す る

こ と と な っ た 。 本県 に お い て も こ の趣 旨 に沿 っ て市町村及 び各種関係団体の協

力 の も と に 多彩 な行事 を 実施 し 環境保全 に つ い て の意義 を 広 く 県民 に普及 し

啓発 に努め る 取組 を 行 っ て い る

〔県実施事業 〕

ア 月 間 中 の大気 、 水質 、 自 動車騒音 、 振動 調査

イ 少年少女環境ふ れあ い推進事業 (環境パ ト ロ ー ル ) の 募集

2 1世紀 を 担 う 子供 た ち の環境問題への 認識 を 高 め る た め 、 身 の ま わ り の 自

然環境や公害 な ど環境 に 関 す る テ ー マ を 定め 自 分た ち の 町 を 調査する 小学

生の研究参加者 を 募集す る ( 1 0 グ ル ー プ ) 。

ウ ｢省資源 、 省 エ ネ ル ギー 活動 リ ー ダ ー研修会｣ の 開催

エ 『環境教育 . 学習指導者研修会 ( こ ど も エ コ ク ラ ブサ ポ ー タ ー 研修会 ) ｣

地球温暖化防止月 間及び大気汚染防止推進月 剛

平成 1 0年 6 月 に 制定 さ れ た ｢地球温暖化対策推進大綱 ｣ に よ り 、 毎年 1 2 月 は 、

｢地球温暖化防止 月 間 ｣ と し て全国 的 な 地球温暖化防止 に 関す る 広報活動が行わ

れて い る 本県で も 次の取組 を 行 う
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( 1 ) ｢環境 と エ ネ ル ギー を 考 え る 懇 。炎会｣ の 開催

I SO 1 40 0 1 を 県庁 と し て認証取得す る た め の職員研修の一環 と し て 地球温暖化

に 関す る 講演会 を 開催。

( 2 ) ｢ 地球温暖化対策推進連絡会議｣ の 設置

( 3 ) ｢ モ デル 自 治会指定事業｣ 座 。炎会の 開催

(4 ) テ レ ビ ス ポ ッ ト ( 3 0秒 )

( 5 ) 新 聞広告 ( 1 2 月 2 日 )

( 6 ) 県政だ よ り 1 2 月 号 に掲載

ま た 、 国 は 、 毎年 1 2 月 を ｢大気汚染防止推進月 間 ｣ と し て環境庁 を 中心 に各種

啓発活動 を 行 っ て い る が 本県 も そ れ と 連携 を 取 り つ つ大気環境の保全 に 関す る

啓発活動 を 進め る 。

環境美化促進月 間

県民の環境美化促進 に対す る 関心 と 理解 を 深め 、 環境美化活動 を 県民運動と し

て展 開す る た め 、 9 月 及 び1 0月 を ｢環境美化促進月 間 ｣ と し て 、 ポ ス タ ー の掲示 、

各種媒体の活用等 に よ る 県民への普及啓発 を行 う と と も に 市町村 、 各種団体 と

連携 を と り な が ら 全県的 な美化運動 を 展 開 し て い る

障境美化写真麗

県内 の散乱 ごみ の現状写真等 を 一般か ら 広 く 募集 し 県民の美化 に対す る 意識

啓発 を 行 う (環境 フ ェ ス タ 9 9 の 会場で展示 )

第 2 節 環境教育 環境学習 の推進

1 環境教育 ･ 学習体制の整備

瞳境教育の学校教育活動の 中への位置づ園

環境や 自 然 を 大切 にす る 心 を 育 み 、 環境保全や よ り よ い環境の創造の た め に 主

体的 に行動で き る 態度 と 能力 を 育成す る た め 、 環境教育 を 学校の教育活動の 中 に

位置づ け 環境教育 ･ 学習 を 推進す る た め の体制 の整備 に努め る 。

2 環境教育 ･ 学習活動の推進

瞳境教育 ･ 学習 の推邁

環境学習 プ ロ グ ラ ム や教材 、 施設の情報 を取 り ま と め た ｢鳥取県環境教育 ･ 学

習情報ガ イ ド ｣ の作成 、 環境パ ト ロ ー ル事業 を 実施す る と と も に 、 ｢ 鳥取県環境

教育 ･ 学習推進会議｣ を 設置 し 有識者 と 行政担当 者 と の 意見交換 を 行い な が ら

環境教育 学習 を 推進す る
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朧童生徒に よ る ｢ふ る さ と ク リ ー ン ･ ク リ ー ン活動｣ l

すべ て の公立学校の児童生徒が全県公園化週 間 の期 間 中 、 学校が所在す る 市町

村 の海岸 、 河川 、 公園 、 道路 な どの公共的場所の清掃活動等 を 行 う

第 5 章 地球環境保全に 向 け た活動 の推進 と 国際交流

1 地球温暖化防止対策の推進

園球温暖化防止推進事荊

地球温暖化対策の推進の た め に は 、 事業者 、 県民及 び行政がそ れぞれの立場か

ら 主体的 に取組 を 行 う こ と が必要で あ る と と も に 、 効果的 な取組の推進の た め に

は業界団体等 を 始め と し た 各種団体 と 連携 を 図 る こ と が必要で あ る 。

平成 1 0年 1 0 月 に公布 さ れた地球温暖化対策推進法 に お い て は 、 事業活動や 日 常

生活か ら の温室効果 ガス の排出抑制が事業者及び国民の責務 と し て 定め ら れ た と

こ ろ で あ り 、 事業者及び県民の責務の趣 旨 を 踏 ま え な が ら 平成 1 1年 3 月 に 策定 し

た ｢鳥取県地球温暖化防止推進計画｣ に盛 り 込 ん だ取組の促進 を 図 る た め 次の

と お り 各事業 を 実施す る 。

( 1 ) 事業者 の取組の促進

ア 事業所説明会の 開催

地球温暖化対策推進法 に お い て 、 温室効果 ガス を 相 当 量排出 す る 事業者は温室

効果 ガス の削減計画の策定 に努め る こ と と さ れ て い る 。 こ れ を 受け て事業所 に お

け る 地球温暖化対策の取組の促進 を 図 る た め 、 事業所 を 対象 と し た 説明会 を 県

内 3 ヵ 所 ( 鳥取 、 倉吉 、 米子 ) に お い て実施す る

イ 多量排出事業所の削減計画策定指導

地球温暖化対策推進法 に お い て は 、 多量の温室効果 ガス を 排出 す る 事業者 に つ

い て は 、 削減計画 を 策定す る よ う に 努 め る こ と と さ れ て い る こ の た め 、 各保健

所が こ れ ら の事業所 に 出 向 い て削減計画 の策定 を 指導す る

ウ 環境 に や さ し い く ら し 講座

県民及び事業者の取組の促進 を 図 る た め 市町村 と の 共催 に よ り 県内 5 ヵ 所で

講座 を 開催す る 。

エ モ デル 自 治会 に よ る 取組

市町村の協力 の も と に 1 市 町村 に つ き 1 つ の 自 治会等 を 指定 し 、 環境家計簿 を

利用 し た具体的 な行動の実践 を 通 じ て 地域 に根 ざ し た取組の促進 を 図 る

オ 各推進連絡会議の 設置

( ァ ) 地球温暖化対策推進行政連絡会議

県 と 市町村で構成す る 連絡会議 を 設置 し 、 市 町村 の実行計画の策定 を促進す る
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と と も に 県 と 市町村の連携の も と に 県民及び事業者 に対す る 普及啓発の促進 を
図 る 。

( イ ) 鳥取県地球温暖化対策推進連絡会議

県 と 業界団体で構成す る 連絡会議 を 設置 し 業界 ご と の 自 主的 な取組の推進 を
図 る 。

力 各種広報媒体の活用

啓発用 ビ デ オ や 県政だ よ り 等 を 活用 し た普及啓発 を行 う
キ 低公害車の活用

平成 1 0年度 に導入 し た ハ イ ブ リ ッ ド 自 動車 (環境政策課) に加 え 新た に 1 台
導入 し 、 展示や利用 を 通 じ て 普及 を 図 る

ク 省資源 ･ 省 エ ネ ル ギー 運動

(ァ ) 省資源国民運動鳥取県推進会議

省資源 ･ 省 エ ネ ル ギー 活動 に つ い て の情報交換 、 連絡調整 を 行 う と と も に 、 参
加団体の共同活動 を 通 じ て省資源国民運動 の長期 的かつ総合的 な 定着 を 図 る 。
( イ ) 省資源 ･ 省 エ ネ ル ギー 活動 リ ー ダ ー研修会
省資源 . 省 エ ネ ル ギー 運動 の担い手で あ る 市町村担当者 、 消費者 、 市民団体等

の リ ー ダ ー を 対象 に研修会 を 開催す る 。

開催地 鳥取市 、 倉吉市 、 米子市

開催時期 6 月

( ウ ) 環境 に や さ し い 買物 ガ イ ド

環境 に配慮 し た商 品 の購入 を テ ー マ に 消費者 と 協力 し て 調査 し た県内小売店
の情報。志 を 作成す る 。

ノ ー マ イ カ ー デー運動の推 、

を 目 的 と し て 、 自 家用 車の利用 を 少 な く し公共交通機関 の利

用 を 進め る ノ ー マ イ カ ー デー 運動 を 全県的 な取組 と す る よ う P R を 行 う
腟 ま いづ く り 2 1推進事業 ( シ ッ ク ハ ウ ス ･ 環境共生住宅の研修)｣
住宅建設資材か ら 発生す る 化学物質 に よ る 健康への影響や 、 地球規模で の環境

問題 に対す る 省 エ ネ ル ギー 、 省資源 ･ リ サ イ ク ル 、 家庭廃棄物対策 な どの観点か
ら 、 人や環境への悪影響 を 無 く し 、 周辺の環境 と 詞和 し た住み心地の よ い住 ま い
づ く り を 進 め る た め 、 消費者及び住宅生産者 に普及 啓発の研修会 を 行 う

1間伐材等流通戦略モデル事翹
間伐材等 を 森林所有者 自 ら 集材 ･ 製材 し て付加価値 を 高 め る と と も に 消費地

で直売す る 施設 を 整備 し 消費者 と の交流 と 県産材 の P R を 推進す る
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2 オ ゾ ン 層保護対策の推進

lフ ロ ン 回収対策の推遭

業界ル ー ト に よ る カ ー エ ア コ ン や業務用空調機器等 に含 ま れ る フ ロ ン 回収が平

成 1 0年 9 月 か ら 開始 さ れた と こ ろ で あ り 、 有識者 、 関係業界の代表等で構成す る

鳥取県 フ ロ ン 回収等推進協議会 に よ り 回収状況の把握及び回収の促進 に努め る

轢外線につい て の調査研國

紫外線量 (UV‐A , B ) の 実態調査 (衛生研究所) を 行 う

3 酸性雨対策の推進

酸性雨調査の実圏

市街地 ( 鳥取 ･ 倉吉 ･ 米子 ) 3 地点 と 、 若桜町氷 ノ 山 の計 4 地点 で降水の酸性

度等の 調査 を 実施す る と と も に 、 鳥取市 1 地点 に お い て平成 1 1 年度か ら 平成 1 3年

度 ま で降水以外の も の も 含め た 降下物等の酸性度等の 調査 (全国公害研究酸性雨

第 3 次調査 ) を 行 う 。

酸性雨等森林衰退対策事荊

酸性雨 の森林 に対す る 影響 を マ ニ ュ ア ル に基づい て 調査 し 、 酸性雨等 に よ る 森

林への影響状況 、 森林の健全度等 を 明 ら か に す る 。 ま た 、 現地 に 人工酸性雨 、 消

石灰 を 散布 し 、 土壌 、 植生 、 立木への影響 を 調査 し 県内 の各森林土壌 に お い て

は 、 臨界負荷量の把握 を行 う 。

4 そ の他の地球環境問題への取組の推進

熱帯林の減少 、 海洋環境の保全 、 野生生物種の減少 、 砂漠化等の そ の他の地球

環境問題 に対 し て 、 研究機関等 と の連携 も 図 り な が ら 適切 な 対応 を 進め る

5 環 日 本海。者 国 と の連携強化 と 協力

環 日 本海圏地方政府環境共同取組事園

｢第 6 回環 日 本海圏地方政府国際協力 ･ 交流サ ミ ッ ト ｣ の 一環 と し て 開催 さ れ

る ｢環境分野学術研究者会議｣ に 学術研究者及 び行政関係者か ら な る 代表団 を 派

遣す る 。

ま た 、 平成 9 年 8 月 に 鳥取県で開催 さ れ た ｢第 4 回環 日 本海圏地方政府国際協

力 ･ 交流 フ ォ ー ラ ム ｣ で の合意 に基づ き 、 環 日 本海圏地方政府 ( 中 国吉林省 、 韓

国江原道 、 ロ シ ア 沿海地方 ) と イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 通 じ て環境情報の交換 を 行 う

と と も に 、 韓国江原道 と の 間 で は環境 ･ 保健分野で の研究者の相互派遣 を 行い

併せて 中 国吉林省か ら は研究員 の受入 を 行 う
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国際環境協力推進事翹

島根県 と 共同 で 中 国吉林省 に現地視察団 を 派遣 し 水環境分野 に お け る ソ フ ト
面 で の環境協力 に つ い て協議 検討す る

第 6 章 共通的 基盤的施策の推進

1 環境関連高等教育機関等の整備推進

鳫塾環境大学創設事溝

鳥取環境大学の 設置 に 向 け て 、 引 き 続 き 、 自 然科学系 の充実等の教育内容等の
見直 し 、 検討 を 進め る と と も に 、 9 月 に 学校法人寄附行為 と 大学設置の認可 申 。青
を 行 う 。 ま た 、 1 1 月 に は施 。段 の建設工事 に着手す る 。

今後 も 鳥取環境大学の普及啓発 に積極的 に取 り 組ん でい く

繞生環境研究所 (仮称) の塾圃
平成 1 1 年度 は 開 かれた研究所 を 目 指 し 鳥取県衛生環境研究所 (仮称 ) の 実

施設計 を 行 う

2 環境影響評価の推進

陸境影響評価制度の適正な実施
大規模 な 開発事業の実施 に あ た り 、 あ ら か じ め 当 。亥事業の周辺環境への影響 を

調査 ･ 予測 ･ 。平価す る 環境影響評価制度 は 、 ｢環境影響言増価法 ｣ 及 び ｢ 鳥取県環
境影響 。増価条例 ｣ が平成 1 1年 6 月 に全面施行 さ れ る た め 今後は制度 の適切 な 運
用 を 図 る こ と と す る

3 環境情報の整備 提供

園堕瞳報シス テ ム 整備事業
本県の環境情報 を 広 く 県民等 に発信 し 環境配慮への取組 を 一層推進す る た め

環境ホ ー ム ペ ー ジ を 作成す る

4 環境 に 関す る 監視体制 の整備充実及び調査研究の推進

新た な環境汚染 に対応 し た常時監視 を 実施す る と と も に 調査研究 を 進 め る
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表3-4 新 た な テ ー マ

衛生研究所 湖 山池汚濁機構調査 (藻類増殖 。式験 に よ る 制 限物質 調査)

中 海汚濁機構調査 ( 藻類増殖試験 に よ る 汚濁機構解明 )

水辺環境 と 水質浄化 に 関 す る 研究 (水生植物利用 の浄化 )

全国公害研協議会第 3 次酸性雨調査

紫外線量 に つ い て の 調査研究

農業 。式験場 水稲 ･ 大豆の農薬 化学肥料 5 割以上削減技術体系の確立

園芸試験場 農薬 化学肥料 5 割以上削減技術体系 の確立

園芸作物の環境 に や さ し い農業の 開発促進

中小家畜 。式験場 豚の糞尿処理 シ ス テ ム に 関す る 研究

林業試験場 森林の整備 と 保水効果 に 関 す る 研究

酸性雨森林衰退対策事業

水産 。式 馬食場 機場環境改善調査事業 (全県機場セ ン サ ス )

漁場環境維持対策事業費

l と っ と リ エ コ 戦略調査研翹

資源循環型社会への転換 を 図 る た め 庁内職員等で構成す る 研究会で今後取 り

組むべ き 施策 を 検討す る 。

5 環境 に配慮 し た社会資本整備等の推進

ごみ処理施設 、 し尿処理施設等の環境 を 良好 に保 ち 、 快適 な 環境 を 創造す る た

め に必要 な施設の整備や地域環境保全基金の運用 を 行 う

6 環境基本計画推進体制 の整備充実

I ｢環境基本計画｣ の着実な推週

平成 8 年 1 0 月 に 制定 さ れ た ｢鳥取県環境の保全及 び創造 に 関 す る 基本条例 ｣ に

基づ き 、 平成 1 1 年 3 月 に 策定 し た ｢鳥取県環境基本計画｣ を 県民や事業者 に広 く

周知す る と と も に 各種施策 を 総合的かつ計画的 に推進す る
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